
仲間の力を結集し、組織増勢で
組合結成75周年、長建国保設立50周年を迎えよう

七
月
十
九
日
、
第
七
十
五
回
定
期
大
会
を
長
崎
新
聞
社
ア
ス
ト
ピ
ア
で
開
催
。
今
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
よ
り
規
模
縮
小
・
時
間
短
縮
で
行
な
わ
れ
、
会
場
は
感
染
予
防
に
配
慮
し
、
座
席
は
間
隔
を
取
っ
て
配
置
、
部
屋
の

換
気
や
受
付
に
は
消
毒
液
を
準
備
、
参
加
者
に
は
マ
ス
ク
の
着
用
に
努
め
な
が
ら
の
進
行
と
な
り
ま
し
た
。

全
体
百
六
十
一
名
が
出
席
し
、
昨
年
度
の
運
動
の
総
括
と
組
織
強
化
・
仕
事
確
保
な
ど
新
年
度
の
運
動
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
伊
藤
副
委
員
長

に
よ
る
開
会
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
、
こ
の
一
年
間
の
物
故
者
に

対
し
て
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

大
会
諸
役
員
の
選
出
が
あ
り
、

里
資
格
審
査
委
員
長
の
報
告
を

受
け
、
大
会
の
成
立
が
宣
言
さ

れ
ま
し
た
。
大
会
議
長
に
は
、

市
南
支
部
の
山
﨑
代
議
員
と
北

松
支
部
の
和
田
代
議
員
を
選
出
。

田
上
執
行
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
（
詳
細
は
二
面
）
に
続
き
、

例
年
は
来
賓
と
し
て
全
建
総

連
・
九
州
各
県
連
の
仲
間
や
各

政
党
・
労
働
団
体
の
皆
様
に
出

席
頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
今

回
は
出
席
を
控
え
て
頂
き
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
み
と
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。

拡
大
表
彰
で
は
、
年
間
拡
大

目
標
・
年
間
純
増
を
達
成
し
た

十
一
支
部
と
拡
大
功
労
者
表
彰

の
方
に
、
賞
状
と
記
念
品
を
お

渡
し
し
ま
し
た
。

議
事
に
入
り
、
令
和
元
年
度

活
動
経
過
報
告
と
会
計
決
算
報

告
、
令
和
二
年
度
運
動
方
針
案
、

会
計
予
算
案
に
つ
い
て
、
執
行

部
よ
り
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

質
疑
で
は
、
時
間
短
縮
に
よ

り
事
前
に
文
書
で
頂
き
、
そ
れ

に
対
し
て
答
弁
書
に
て
返
答
し

ま
し
た
。

当
日
の
質
疑
は
、「
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
」
や
「
組
織
対

策
の
予
算
」
等
に
つ
い
て
あ
り
、

執
行
部
か
ら
答
弁
の
後
、
原
案

通
り
拍
手
に
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。役

員
改
選
で
は
、
寺
田
選
挙

管
理
委
員
長
よ
り
令
和
二
年
度

役
員
に
つ
い
て
提
案
が
な
さ
れ
、

田
上
執
行
委
員
長
を
は
じ
め
、

新
執
行
部
五
十
名
が
全
員
の
拍

手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
を
代
表
し
て
、
田
上

執
行
委
員
長
よ
り
、「
コ
ロ
ナ

が
終
息
し
な
い
中
で
の
組
合
運

動
は
、
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と

の
な
い
手
探
り
で
の
運
動
で
あ

り
ま
す
が
、
今
後
も
若
い
人
に

魅
力
あ
る
建
設
業
に
す
る
た
め
、

さ
ら
に
仕
事
と
生
活
を
守
り
魅

力
あ
る
組
合
づ
く
り
を
め
ざ
す

た
め
、
新
執
行
部
一
丸
と
な
っ

て
運
動
に
邁
進
し
て
参
り
ま

す
」
と
決
意
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。そ

の
後
、
大
会
議
長
よ
り
ス

ロ
ー
ガ
ン
が
読
み
上
げ
ら
れ
、

出
席
者
全
員
の
拍
手
で
採
択
。

続
い
て
、
大
会
宣
言
を
方
山

青
年
部
長
が
「
本
大
会
で
決
定

し
た
運
動
方
針
に
則
し
て
全
力

で
推
進
す
る
」
と
高
ら
か
に
読

み
上
げ
ま
し
た
。

最
後
に
、
井
手
副
委
員
長
の

閉
会
あ
い
さ
つ
、
田
上
執
行
委

員
長
の
力
強
い
発
声
で
「
団
結

頑
張
ろ
う
」
を
三
唱
し
、
今
年

の
大
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

大
会
出
席
者
数

出
席
代
議
員

六
十
四
名

委
任
状
提
出

三
十
名

執
行
部

五
十
一
名

書
記
局

十
六
名

合
計

百
六
十
一
名
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祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

全
国
建
設
労
働
組
合
総
連
合

中
央
執
行
委
員
長吉

田

三
男

全
建
総
連
九
州
地
方
協
議
会
議
長

江
口

謙
二

他
全
建
総
連
加
盟
各
県
連
・
組
合
よ
り

44
通

連
合
長
崎
会
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弥

長
崎
県
労
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会
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九
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労
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金
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崎
県
本
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本
部
長

中
野

忠

全
労
済
長
崎
県
本
部
本
部
長

森

光
一

社
会
民
主
党
長
崎
県
連
合
代
表
代
行

村
上

信
行

国
民
民
主
党
長
崎
県
総
支
部

連
合
会
総
支
部
長

衆
議
院
議
員

西
岡

秀
子

長
崎
県
議
会
議
員堤

典
子

長
崎
県
議
会
議
員坂

本

浩

長
崎
県
議
会
議
員西

川

克
己

長
崎
県
議
会
議
員山

口

初
實

長
崎
県
議
会
議
員山

田

博
司

長
崎
県
議
会
議
員饗

庭

敦
子

長
崎
市
長

田
上

富
久

諫
早
市
長

宮
本

明
雄

大
村
市
長

園
田

裕
史

島
原
市
長

古
川
隆
三
郎

南
島
原
市
長

松
本

政
博

佐
世
保
市
長

朝
長

則
男

松
浦
市
長

友
田

吉
泰

長
崎
市
議
会
議
員池

田

章
子

島
原
市
議
会
議
員草

野

勝
義

佐
世
保
市
議
会
議
員古

家

勉

西
海
市
議
会
議
員清

水

正
明

時
津
町
長

吉
田

義
德

長
建
木
材
供
給
㈱

社
長

高
島

正
弘

第75回
定期大会

賃
金
・
仕
事
確
保
、
次
世
代
の
担
い
手
育
成
を
図
り

魅
力
あ
る
組
合
づ
く
り
を
め
ざ
そ
う
！

－

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
規
模
縮
小
・
時
間
短
縮
で
の
開
催－

新型コロナと共存し
組合活動を！

会議等を開催する場合の
新しい活動様式

・時間短縮・規模縮小
・机の配置はスクール形式
・座席は人と人の間隔を離す
・会場の換気を良くする
・入口には消毒液を配置する
・マスクの着用

※熱や咳がある人は、無理をせず
参加は控える
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労
働
条
件
改
善
を
図
り
、
組
織
拡
大
へ
つ
な
げ
る

本
日
は
、
早
朝
よ
り
県
下
十

五
支
部
の
代
議
員
の
皆
様
を
は

じ
め
、
本
部
役
員
の
皆
様
、
た

い
へ
ん
お
忙
し
い
中
ご
出
席
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
開

催
が
危
ぶ
ま
れ
る
な
か
、
開
催

で
き
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
こ

と
に
、
改
め
ま
し
て
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
今
年
三
月
以
降
は
、
コ

ロ
ナ
感
染
対
策
の
影
響
で
建
築

現
場
の
仕
事
は
、
材
料
の
入
荷

が
遅
れ
た
り
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
の
延
期
や
中
止
な
ど
様
々
な

影
響
が
出
ま
し
た
。

組
合
業
務
に
つ
き
ま
し
て
も
、

税
金
申
告
や
健
康
保
険
の
業
務
、

労
災
保
険
の
更
新
時
期
と
重
な

り
、
感
染
防
止
の
た
め
マ
ス
ク

の
着
用
や
手
の
消
毒
な
ど
受
付

に
来
ら
れ
た
皆
様
に
も
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
な
ん
と
か

無
事
に
申
告
書
の
提
出
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

一
旦
落
ち
着
い
た
よ
う
に
見

え
た
コ
ロ
ナ
感
染
で
あ
り
ま
す

が
、
ま
た
ぶ
り
返
し
て
い
る
よ

う
で
、
今
後
の
仕
事
へ
の
影
響

が
心
配
さ
れ
ま
す
が
、
現
場
で

の
感
染
防
止
の
対
策
も
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

組
合
は
昨
年
の
第
七
十
四
回

定
期
大
会
か
ら
一
年
間
、
様
々

な
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
。

一
つ
は
、
組
織
拡
大
に
つ
き

ま
し
て
、
各
支
部
の
皆
様
の
熱

心
な
取
り
組
み
で
、
年
間
拡
大

目
標
四
〇
〇
名
加
入
を
四
年
連

続
で
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
さ
ら
に
五
年
連
続
で
組

織
の
増
加
を
達
成
し
、
今
年
五

月
末
の
組
織
数
は
六
、
五
二
五

名
と
八
年
ぶ
り
に
六
五
〇
〇
名

へ
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
奮
闘
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

二
つ
目
は
、
仕
事
確
保
と
賃

金
単
価
の
確
保
、
労
働
条
件
改

善
の
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
建
設
業
界
を
取
り
巻
く

状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、

全
国
の
建
設
業
就
労
者
数
は
四

九
九
万
人
と
な
り
、
そ
の
内
技

能
労
働
者
は
三
二
二
万
人
。
そ

の
中
で
も
二
十
九
歳
以
下
の
若

い
方
は
一
割
し
か
い
ま
せ
ん
。

十
年
後
の
二
〇
三
〇
年
に
は
五

六
万
人
不
足
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
建
設
業
に
お
け
る
熟

練
技
能
者
の
退
職
と
若
年
世
代

の
入
職
者
減
少
に
よ
り
技
能
後

継
者
、
担
い
手
不
足
は
深
刻
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
交
省
は
建
設
労
働
者
の
確

保
、
労
働
条
件
の
改
善
策
と
し

て
社
会
保
険
へ
の
加
入
促
進
や
、

設
計
労
務
単
価
の
引
き
上
げ
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
の

導
入
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
組
合
は
、
仕
事
確
保

と
職
域
防
衛
の
た
め
、
自
治
体

や
行
政
に
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制

度
の
助
成
制
度
や
地
元
業
者
に

対
す
る
仕
事
発
注
や
単
価
の
引

き
上
げ
、
そ
し
て
若
年
技
能
後

継
者
処
遇
改
善
を
訴
え
て
参
り

ま
し
た
。

三
つ
目
に
は
、
命
と
健
康
を

守
る
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
。

す
で
に
組
合
員
、
ご
家
族
の

皆
様
に
は
、
来
年
度
の
国
保
予

算
確
保
に
向
け
た
、
夏
の
ハ
ガ

キ
要
請
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ

い
て
い
ま
す
が
、
今
年
の
予
算

で
は
全
建
総
連
の
全
国
の
仲
間

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
国
保
組

合
全
体
で
二
、
七
三
九
億
七
〇

〇
〇
万
円
の
現
行
補
助
水
準
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
た
ち
が
直
接
、
国
に
対
し
て

働
き
か
け
が
で
き
る
行
動
と
し

て
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員
要

請
と
と
も
に
非
常
に
重
要
な
運

動
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
改

め
て
こ
の
取
り
組
み
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
、
組
合
結
成
七
十
五

年
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
が
、

同
時
に
長
建
国
保
の
設
立
五
十

周
年
を
迎
え
ま
す
。
私
た
ち
の

健
康
保
険
組
合
を
守
り
育
て
る

た
め
引
き
続
き
ご
支
援
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

七
月
六
日
か
ら
七
日
に
か
け

て
長
崎
県
を
襲
っ
た
九
州
豪
雨

は
、
新
聞
な
ど
で
ご
存
知
の
通

り
、
隣
の
熊
本
県
で
死
者
や
行

方
不
明
者
、
建
物
の
全
壊
な
ど

甚
大
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、
全
木
協
（
全
国
木

造
建
設
事
業
協
会
）
か
ら
全
建

総
連
を
通
じ
て
、
応
急
仮
設
木

造
住
宅
建
設
の
た
め
の
職
人
さ

ん
の
募
集
を
し
て
お
り
ま
す
。

職
種
は
建
築
大
工
の
皆
様
で
あ

り
ま
す
が
九
州
各
県
に
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。
当
初
は
一
〇
〇

戸
の
仮
設
住
宅
と
い
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
三
〇
〇
戸
か
ら
五

〇
〇
戸
く
ら
い
必
要
に
な
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
工
事

期
間
は
当
面
八
月
一
日
か
ら
八

月
三
十
日
ま
で
の
二
十
日
間
で
、

熊
本
県
人
吉
市
が
現
場
と
い
う

こ
と
で
す
。
一
昨
年
の
十
二
月

に
諫
早
で
仮
設
住
宅
の
講
習
会

を
お
こ
な
い
ま
し
た
が
、
そ
の

講
習
に
で
て
い
な
か
っ
た
方
も

組
合
員
で
あ
れ
ば
行
け
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、
来

週
い
っ
ぱ
い
ま
で
に
支
部
の
事

務
所
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
い

た
だ
い
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
本
日

の
大
会
で
は
初
め
て
の
試
み
と

し
て
、
予
め
議
案
書
に
対
す
る

皆
様
の
ご
意
見
や
質
問
を
代
議

員
の
皆
様
か
ら
頂
き
、
そ
の
ま

と
め
た
も
の
を
答
弁
と
一
緒
に
、

お
手
元
の
資
料
と
し
て
配
布
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
件
に
つ
き
ま
し
て

も
皆
様
の
活
発
な
ご
議
論
の
中

で
、
ご
決
定
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
風
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
組
合
員
と
家
族
の
厳

し
い
状
況
を
打
開
す
る
た
め
、

す
ば
ら
し
い
大
会
と
な
り
ま
す

よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
執
行
部
を
代
表
し
て
の
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

75
年
の
歴
史
を
糧
に
仕
事
と
賃
金
を
確
保
し
、

次
世
代
の
担
い
手
育
成
を
図
ろ
う
！

1

仲
間
の
力
を
結
集
し
、
年
間
4
0
0
名
の
拡
大
と
組
織
純
増
を
め
ざ
そ
う
。

2

組
合
員
宅
を
訪
問
し
、
内
部
強
化
を
図
ろ
う
。

3

青
年
部
の
育
成
と
主
婦
会
の
親
睦
を
図
り
、
家
族
ぐ
る
み
の
運
動
に
発
展
さ
せ
よ
う
。

4

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
の
活
用
で
仕
事
確
保
を
め
ざ
そ
う
。

5

建
設
業
界
の
変
革
に
対
応
し
、
賃
金
引
き
上
げ
と
労
働
条
件
の
改
善
を
図
ろ
う
。

6

技
術
の
研
鑚
と
資
格
取
得
を
推
進
し
、
技
能
労
働
者
の
地
位
向
上
に
活
か
そ
う
。

7

長
建
国
保
の
国
庫
補
助
金
を
確
保
し
、
生
命
と
健
康
を
守
ろ
う
。

8

助
け
合
い
共
済
の
健
全
運
営
で
、
福
祉
共
済
の
充
実
を
図
ろ
う
。

9

安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
労
働
災
害
撲
滅
を
め
ざ
そ
う
。

10

大
衆
増
税
に
反
対
し
、
納
税
者
の
権
利
を
確
立
し
よ
う
。

11

機
関
紙
「
建
設
長
崎
」
を
み
ん
な
が
読
む
新
聞
に
し
よ
う
。

12

憲
法
改
悪
に
反
対
し
次
期
衆
議
院
選
挙
に
勝
利
す
る
と
と
も
に
、
平
和
と
民
主
主
義

を
守
ろ
う
。

大
会
議
長

山﨑 昌晴（市南支部） 和田 茂史（北松支部）

選
挙
管
理
委
員
長

大
会
運
営
委
員
長
兼

資
格
審
査
委
員
長

寺田 孝弘里 雄二郎

大
会
書
記

田添 慎治（長建国保担当）古井 宏樹（中央・大浦支部書記長）

役
職
名

氏

名

出
身
支
部

職

種

執
行
委
員
長

田

上

一

郎

浦

上

西

専

従

副
執
行
委
員
長

石

田

哲

雄

浦

上

西

専

従

副
執
行
委
員
長

佐

藤

圭

介

浦

上

東

専

従

副
執
行
委
員
長

里

雄
二
郎

東

長

崎

大

工

副
執
行
委
員
長

寺

田

孝

弘

平

戸

大

工

副
執
行
委
員
長

井

手

保

西

彼

左

官

◎
副
執
行
委
員
長

木

下

忠

明

諫

早

大

工

書

記

長

西

平

博

之

浦

上

西

専

従

書
記
次
長

若

杉

孝

雄

中

央

専

従

執
行
委
員

大

賀

修

司

東

長

崎

専

従

執
行
委
員

池

田

剛

浦

上

東

専

従

執
行
委
員

本

多

常

秋

中

央

型
枠
大
工

執
行
委
員

馬

渡

鉄

洋

中

央

大

工

執
行
委
員

北

村

五

男

大

浦

左

官

◎
執
行
委
員

古

里

一

紀

大

浦

塗
装
工

執
行
委
員

小

宮

清

治

市

南

大

工

執
行
委
員

山

下

洋

二

市

南

鳶

工

執
行
委
員

里

澄

宏

東

長

崎

大

工

執
行
委
員

山

村

篤

司

東

長

崎

大

工

執
行
委
員

佐

藤

昭

彦

浦

上

西

塗
装
工

執
行
委
員

村

岡

広

明

浦

上

西

左

官

執
行
委
員

田

崎

順

一

浦

上

東

畳

工

執
行
委
員

野

口

耕

平

浦

上

東

内
装
工

執
行
委
員

岩

崎

喜
三
郎

西

彼

大

工

執
行
委
員

中

尾

豊

西

彼

大

工

執
行
委
員

中

村

太

司

諫

早

大

工

執
行
委
員

後

田

博

幸

諫

早

建
具
工

執
行
委
員

中

尾

政

男

大

村

大

工

執
行
委
員

一

瀬

純

男

大

村

畳

工

執
行
委
員

山

田

哲

夫

島

原

大

工

執
行
委
員

城

祐

輔

島

原

大

工

執
行
委
員

宮

野

喜

吉

佐
世
保
中
央

大

工

執
行
委
員

本

田

英

樹

佐
世
保
中
央

型
枠
大
工

執
行
委
員

茅

原

喜
志
男

佐
世
保
東

土
木
工

執
行
委
員

長

島

則

行

佐
世
保
東

大

工

執
行
委
員

福

田

栄

治

佐
世
保
北

大

工

執
行
委
員

柚

元

美

則

佐
世
保
北

大

工

執
行
委
員

須

藤

輝

久

北

松

大

工

執
行
委
員

近

藤

力

也

北

松

大

工

執
行
委
員

岡

田

眞

平

戸

大

工

執
行
委
員

原

田

仁

志

平

戸

土
木
工

会
計
監
査

下

川

孝

貴

浦

上

西

配
管
工

◎
会
計
監
査

山

崎

貞

博

諫

早

電
気
工

◎
会
計
監
査

吉

元

隆

一

佐
世
保
北

大

工

執
行
委
員
待
遇

方

山

栄

治

大

浦

青
年
部

◎
執
行
委
員
待
遇

瀬

尾

友

謙

佐
世
保
中
央

青
年
部

執
行
委
員
待
遇

馬

場

ヒ
ロ
子

中

央

主
婦
会

執
行
委
員
待
遇

山

形

マ
ス
子

浦

上

西

主
婦
会

特
別
執
行
委
員

井

関

一

幸

本

部

専

従

特
別
執
行
委
員

松

園

俊

輔

本

部

専

従

第75回定期大会 スローガン

大会諸役員

令和2年度 建設長崎本部役員名簿

執行委員長あいさつ

令和2年7月19日現在
◎新任

田上 一郎 氏
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各
種
表
彰

（
敬
称
略
）

役
員
退
任

（
敬
称
略
）

◎
年
間
拡
大
目
標
達
成
と

組
織
年
間
純
増
支
部
表
彰

▲
佐
世
保
東
支
部

（
年
間
純
増
3
名
）

▲
島
原
支
部

（
年
間
純
増
4
名
）

▲
西
彼
支
部

（
年
間
純
増
4
名
）

▲
諫
早
支
部

（
年
間
純
増
9
名
）

▲
中
央
支
部

（
年
間
純
増
9
名
）

▲
大
村
支
部

（
年
間
純
増
15
名
）

▲
浦
上
西
支
部

（
年
間
純
増
17
名
）

◎
年
間
拡
大
目
標
達
成
支
部
表
彰

▲
佐
世
保
中
央
支
部

◎
組
織
年
間
純
増
支
部
表
彰

▲
佐
世
保
北
支
部

（
年
間
純
増
3
名
）

▲
東
長
崎
支
部（

年
間
純
増
4
名
）

▲
浦
上
東
支
部（

年
間
純
増
6
名
）

◎
組
織
拡
大
功
労
者
表
彰

（
年
間
5
名
以
上
の
未
加
入
仲
間
を
紹
介
し
た
方
）

小
田

重
昭
さ
ん
（
島
原
支
部
）（
9
名
）

▲
河
内
俊
之
輔

前
執
行
委
員
待
遇

（
浦
上
西
支
部
）

▲
大
庭

真
八

前
会
計
監
査

（
佐
世
保
東
支
部
）

▲
平
山

正
則

前
執
行
委
員

（
大
浦
支
部
）

▲
伊
藤

一
廣

前
副
執
行
委
員
長

（
大
村
支
部
）

長
年
に
わ
た
り

大
変
お
疲
れ
様
で
し
た

若
手
技
能
後
継
者
が
育
つ
環
境
づ
く
り
を
目
指
そ
う
！

私たちは本日、建設長崎第75回定期大会を開
催し新年度の運動方針として組織強化と拡大、
仕事確保で生活を守り、技能労働者の地位の向
上を目指し、社会保障を拡充させ、労働災害を
撲滅する事を中心とした取り組みを決定した。
今「新型コロナウイルス感染症」の影響で経
済は混乱しており、建設業においても材料不足
や作業が一時中断した現場など、大変厳しい状
況にある。政府は各種緊急施策を講じているが
経済回復への道のりは依然として厳しい。
国土交通省は公共工事設計労務単価を8年連
続で引き上げてはいるが現場で働く労働者の賃
金はわずかしか上がっていない。
建設業界は若年入職者の減少と高齢化が進ん
でおり、将来の担い手確保と生産性の向上を施
策として社会保険適用の強化、建設キャリア
アップシステムの導入、働き方改革による週休
二日制の実施と長時間労働の是正等、技能労働
者の処遇改善を進めているが現状は厳しいもの
がある。
私たちは、今後も県に住宅政策や住宅リ
フォーム助成制度の創設・拡充を要請するとと
もに、地域に根ざした地元工務店の受注機会を
図り、若手技能後継者が育つ賃金・労働条件の
環境づくりをめざしていかねばならない。
私たちの生命と健康を守る建設国保は、建設
労働者にとって最も適した健康保険として、現
行補助水準の獲得と医療保険制度の一元化に反
対して、全国の仲間と共に建設国保を守る運動
に全力で取り組んでいく。
「新型コロナウイルス感染症」とのたたかい
は、これからも続くが、400名拡大を目指し「七
十五年の歴史を糧に仕事と賃金を確保し、次世代の担い手育成をはかろ
う！」をメインスローガンとして、本大会で決定した運動方針に則って全力
で推進することを宣言する。

令和2年7月19日
長崎県建設産業労働組合第75回定期大会

令
和
２
年
度

新
本
部
役
員（

敬
称
略
）

会計監査
山崎 貞博
（諫早支部）

会計監査
吉元 隆一

（佐世保北支部）

執行委員待遇
瀬尾 友謙

（佐世保中央支部）

副執行委員長
木下 忠明
（諫早支部）

執行委員
古里 一紀
（大浦支部）

大 会 宣 言
青年部長

方山 栄治
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第75回　定期大会に参加して
活動には十分な協議を

今年はコロナのせいでソ
フトボール大会や支部旅行
などいろいろな行事が中止
になっていますが、今後の
活動についてもコロナの影
響が絶対出てくると思うの
で、活動については十分に
協議してもらって、万全な
予防対策はなかなか難しい

ですが、出来るだけ注意しながら活動に協力
していこうと思います。

今後も同じスタイルでの開催を
今年の大会は、コロナウ
イルス感染症の影響で時間
短縮での開催となりました
が、経過報告や方針、予算
などいつもより若干早いな、
と感じる程度でちょうどよ
かったと思います。質疑応
答に関しても、事前に文書
で出してくれたほうがわか

りやすかったです。来年から今年と同じスタ
イルでいいと思います。

異例の大会となった
今回の75回定期大会はコ
ロナウイルス感染症の中、
人員・時間とも半分という
事で行われました。
いつもとはちがう異例の
大会でした。
その為、質疑も少なく少
しかけ足での大会でした。
次回の大会の時はコロナ

も終り、今までのような大会ができるよう願
いたいものです。

組合を盛り上げる一員に
定期大会への参加は、今
回で2回目となりましたが、
組合費がどのように運用さ
れているか、各支部がどの
ような活動をしているかな
ど参考にし、組織拡大、支
部活動など、建設長崎及び
東長崎支部を盛り上げる一
員になれればと思います。

感染防止に注意し協力
今年はコロナ渦中での大
会ということで、参加者が
少なく時間も短縮されての
開催でしたので、意見や質
問もそれほど無くて少し寂
しい大会でした。今後は決
定された諸活動に対して感
染防止に注意しながら協力
していきたいと思います。

中央支部
伊東 秀政

組合の役割を再認識
組合は、仕事確保・労働
条件改善・国保育成強化な
ど、組合員一人ではできな
い事を代わりに行う事で成
り立っていると再認識しま
した。一人一人の力は小さ
くても数が集まれば大きな
力となります。そういう意
味では、組織拡大は改めて
重要だと感じました。

参加したことのない方も、ぜひ大会に参加
してみてください。

拡大功労者に感謝
75回定期大会に参加させ
てもらって感じた事は、自
分も今年で数回目の参加に
なりますが、毎回、組合員
の加入に実績をあげられて
いる方々に対して感謝の気
持です。これから、全ての
職種において、きびしい状
況になっていく事だろうと
思われます。この建設組合

が、組合員の生きる力を育む場として、更な
る発展を願っています。

今後もコロナ対策を
コロナ禍の中、大会の感
想としては、代議員はこの
先、健康でなるべく若い方
でないと、若しもの時にク
ラスター等（感染した時）
体力的にも、きびしいと思
います。

厳しい状況での開催
新型コロナウイルス感染
症により、本部行事も規模
縮小や中止を余儀なくされ
る等、非常に厳しい状況下
での本部定期大会となりま
した。
これから予定されている
支部大会をはじめ、新年度
の支部行事も同じような判
断が迫られるかと思います

が、この状況を乗り切り、以前のように活発
に組合活動に取り組める日が来ることを願い
ます。

会議の方法も検討を
今大会はコロナウイルス
の影響で時間が短縮され、
4時間程で終了しました。
会議の内容もいつも通りな
ので、今後もこれくらい早
く終わればと思います。
ただ、感染者数が増加し
ている状況で、県内各地か
ら人を集めるのは危険では
ないでしょうか。本部も各

支部も、これからはリモートや書面での会議
を考えるべきだと思います。

有意義な大会となった
今大会はコロナウイルス
の影響もあり、来賓不在、
時間短縮にて行われました。
限られた時間で活発な意見
もあり、分りやすい答弁、
説明等があり有意義な時を
過ごすことができました。
また、本大会を通じて感じ
た事は、時代も平成から令
和に変わり、組合員も先人

方々の勇退が多くみられます。次世代の育成
も含め、今後の組合の在り方を考えさせられ
た本大会でありました。

仕事や組合活動を頑張る
今回の定期大会は「新型
コロナウイルス感染症」感
染拡大防止の為、人員削
減・時間短縮の中で行われ
ました。スムーズな進行で、
わかりやすい内容ではあり
ましたが、例年の様な賑や
かさはなく、少し寂しい様
な気もしました。まだまだ
コロナの脅威にさらされて
いる中ではありますが、コ

ロナに負けないよう仕事や組合活動を頑張っ
ていきたいと思います。

対策をした上での運動を
75回目の節目の大会が、
コロナで規模縮小となり、
寂しかったです。でも、い
つかは組合からも感染者が
出ると思うので、検温や手
洗いなど、対策をしっかり
して、組合運動に参加して
いきたいです。

若年技能者は資格取得を
建設国保が出来た事で私
は組合に入る事になり、50
数年が経ちました。大会も
本年で第75回となり、私も
毎年参加しています。
これからの時代は資格が
必要になります。若年技能
者の皆様には、組合の学院
や建退共制度など利用し、
資格取得を試み仕事につな

げてもらえればと思います。

「一人はみんなの為に」
の気持ちで

今回初めて定期大会に参
加しました。
本年はコロナ禍の中、大
会が出来るのか心配だった
のですが、短時間ながら開
催されたのは幸いでした。
今の現況では建設業として
も大変な時期で、今後の事
も考えさせられたように思
いました。

組合には地方を引っ張ってもらい、また私
自身も「1人はみんなの為に」の気持ちで微
力ながら尽力していきたいと思います。

大浦支部
寺田 郁実

市南支部
山﨑 昌晴

東長崎支部
兼子健一郎

浦上西支部
吉村 大介

浦上東支部
松田 隆人

西彼支部
徳永 八郎

諫早支部
林 崇

大村支部
金水 誠

島原支部
小嶺 栄助

佐世保中央支部
大島 𠮷博

佐世保東支部
真木 洋和

佐世保北支部
吉元 隆一

北松支部
坂中 善男

平戸支部
廣田 信治

（敬称略）
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受講料
8，000円
（組合員には
2，000円の助
成あり）

会 場

建設長崎本部
（長崎市城山町17‐58）

日 程

令和2年10月24日㈯～25日㈰
午前9時00分～午後5時00分
（受付開始：午前8時30分より）

地区

長崎
地区

受講料
8，000円
（組合員には
2，000円の助
成あり）

会 場

建設長崎本部
（長崎市城山町17‐58）

日 程

令和2年11月14日㈯～15日㈰
午前9時00分～午後5時00分
（受付開始：午前8時30分より）

地区

長崎
地区

�����
�����������������

令
和
二
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
か
ら

青
色
申
告
特
別
控
除
額

基
礎
控
除
額
が
変
わ
り
ま
す
‼

①足場の組立て等作業主任者講習会

【受験資格】満21歳以上で、足場作業に3年以上従事した経験を有
する者
足場作業の実務経験の要件は『3年以上』となってい
ますが、今後は『足場の組立て等特別教育を受講後3
年以上』になってくることが予想されます。特別教育
を受講されていない方は早いうちにご受講いただきま
すようお願いいたします。

②木造建築物の組立て等作業主任者講習会

【受験資格】満21歳以上で、木造建築物の構造部材の組立て又はこ
れに伴う屋根若しくは外壁下地の取り付け作業に3年
以上従事した経験を有する者

【定 員】36名（なお、受講者が15名未満の場合は中止する場合
がございます）

【受付方法】支部にて随時受付。①受講申請書（実務経験欄の証明
が必要）②証明写真2枚（縦3．0cm×横2．4cm）③運
転免許証など本人確認ができる証明書の写 ④受講料
を持参し、各支部事務所に提出。学院発行の作業主任
者手帳を所持している場合は、提出をお願いします。

※注意！ 『個人事業主や一人親方の実務経験の証明について』
個人事業主や一人親方層の実務経験の証明については、自己証明
の場合第三者の証明が2名分必要になります。

▶講習会はコロナウイルス感染拡大防止対策を講じながら実施しま
す。今後の感染状況を注視しながら、国・自治体の対処方針に従
い対応（開催の有無）していきます。

【問い合わせ先】長崎労働局登録教習機関
長崎県建設技術専門学院本部（TEL095‐861‐9261）
登録No．025‐1（足場）、No．025‐3（木建）
－有効2024年12月－

（
一
社
）長
崎
県
中
小
建
設
業
協
会

第
八
回
定
期
総
会

協
会
は
、
令
和
二
年
七
月
二

十
一
日
㈫
、
ホ
テ
ル
セ
ン
ト
ヒ

ル
長
崎
に
お
い
て
第
八
回
「
定

期
総
会
」
を
開
催
。

主
催
者
を
代
表
し
て
の
あ
い

さ
つ
で
北
村
会
長
は
「
県
や
市

に
対
し
て
安
定
し
た
公
共
工
事

の
継
続
と
持
続
的
な
予
算
、
そ

し
て
適
正
な
予
定
価
格
、
適
正

工
期
の
設
定
、
施
工
時
期
の
平

準
化
、
人
材
確
保
等
を
要
請
す

る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
九
年

度
か
ら
設
け
た
長
崎
県
と
の
意

見
交
換
会
で
は
、
具
体
的
な
問

題
点
を
抽
出
し
、
少
し
ず
つ
改

善
が
図
ら
れ
て
き
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

今
後
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、

建
設
投
資
の
動
向
、
社
会
経
済

の
回
復
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
建

産
連
と
一
体
に
な
り
な
が
ら
取

り
組
ん
で
い
く
。

更
に
は
、
市
場
単
価
の
引
上
げ
、

小
規
模
工
事
に
お
け
る
積
算
と

原
価
の
乖
離
の
改
善
、
県
・
市

の
最
低
制
限
価
格
の
更
な
る
引

き
上
げ
な
ど
を
要
請
し
て
い
き

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

ま
た
、
来
賓
あ
い
さ
つ
と
し

て
、
長
崎
県
建
設
産
業
団
体
連

合
会
の
谷
村
会
長
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

に
よ
り
民
間
需
要
の
減
速
な
ど

建
設
業
界
に
及
ぼ
す
影
響
が
危

惧
さ
れ
る
。
建
設
業
界
に
お
い

て
は
、
労
働
者
不
足
な
ど
様
々

な
問
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら

も
皆
様
と
情
報
共
有
や
意
見
交

換
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
令
和
元
年
度
の

事
業
報
告
及
び
歳
入
歳
出
決
算

報
告
。
ま
た
、
令
和
二
年
度
の

事
業
計
画
（
案
）、
歳
入
歳
出

予
算
（
案
）
な
ど
が
提
案
さ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
よ
る
役

員
改
選
で
は
、
北
村
会
長
の
再

任
な
ど
二
十
五
名
の
新
役
員
を

選
出
。
全
員
の
拍
手
で
新
役
員

が
承
認
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
、
小
林
副
会
長
、
伊
藤

副
会
長
、
田
上
専
務
理
事
、
塚

本
理
事
、
舩
津
幹
事
、
田
上
幹

事
の
六
名
が
退
任
さ
れ
、
北
村

会
長
か
ら
記
念
品
を
贈
呈
し
長

年
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

最
後
に
里
副
会
長
の
閉
会
の

あ
い
さ
つ
で
定
期
総
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

個
人
の
所
得
税
に
つ
い
て

青
色
申
告
特
別
控
除
額
が
現
行
の
六
五
万
円
か
ら
五
五
万
円

に
変
更
に
な
り
、
基
礎
控
除
も
現
行
の
三
八
万
円
か
ら
四
八
万

円
に
変
わ
り
ま
す
。

ま
た
、
青
色
控
除
の
特
別
控
除
は
五
五
万
円
に
変
わ
り
ま
す

が
、
①
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
申
告
（
電
子
申
告
）
か
②
電
子

帳
簿
保
存
を
行
う
と
引
き
続
き
六
五
万
円
の
青
色
申
告
特
別
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
一
〇
万
円
の
青
色
申
告
控
除

は
こ
れ
ま
で
と
同
様
で
す
。

な
お
、
電
子
帳
簿
保
存
で
六
五
万
円
控
除
の
適
用
を
受
け
る

為
に
は
、
九
月
三
十
日
迄
に
税
務
署
に
市
販
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

の
う
ち
Ｊ
Ｉ
Ｉ
Ｍ
Ａ
の
認
証
を
受
け
て
い
る
も
の
を
利
用
し
て

い
る
と
い
う
旨
の
申
請
書
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
組
合
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

◆
改
正
1

個
人
の
方
の
所
得
税
に
つ
い
て

・
青
色
申
告
特
別
控
除
額

（
現
行

六
五
万
円

⇒

改
正
後

五
五
万
円
）

・
基
礎
控
除
額

（
現
行

三
八
万
円

⇒

改
正
後

四
八
万
円
）

⬅
更
に

◆
改
正
2
「（
改
正
後
）
五
五
万
円
の
青
色
申
告
特
別
控

除
」
の
適
用
要
件
に
加
え
て

・
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
申
告
（
電
子
申
告
）
又
は
電
子

帳
簿
保
存
を
行
う
と
、
引
き
続
き
六
五
万
円
の
青
色
申

告
特
別
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
！

※
以
上
の
改
正
は
、
令
和
二
年
分
以
後
の
所
得
税
に
つ
い
て
適

用
さ
れ
ま
す
。

○
一
〇
万
円
の
青
色
申
告
特
別
控
除
の
改
正
は
あ
り
ま
せ
ん
の

で
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
と
な
り
ま
す
。

多くの課題について改めて認識
今回、コロナウイルス
の影響で、規模を縮小し
ての開催ではありました
が、それでも県下15支部
から大勢の組合員の方に
ご参加頂き、組合の団結
力を感じました。また、
これほど多くの方が従事
する建設産業の益々の発

展を願うとともに、賃金の適正化や若年技
能者の雇用促進など、多くの課題について
改めて認識する場となりました。

組織のあり方を
考える場になった

今回初めて定期大会に
参加させていただきまし
た。新型コロナウイルス
の影響もあり、規模を縮
小しての開催ではありま
したが、今後の組織のあ
り方や方針を考えるとて
も良い機会となりました。

まだまだ分からないことも多く、今自分に
できることは少ないですが、組織の為に何
ができるかを考えながら担当している業務
と向き合っていきたいと思います。皆様の
お役に立てるようがんばります。

書記局
竹下 祐太

作業主任者技能講習のご案内

書記局
髙西航太郎

活動内容への理解を深めた
今年、初めて定期大会
に参加しました。新型コ
ロナウイルス感染症のた
め、去年とは違うようで
したが、組合の運動方針
や活動内容への理解を深
められ、とても良い時間

となりました。まだまだ未熟者ですので今
後も経験を積み、組合員の皆様のお役に立
てるように、励んで参りたいです。

組合発展の為、努力していく
今回、初めての定期大
会に参加させていただき
ました。本年度は、新型
コロナウイルス感染拡大
防止のため、規模の縮小、
時間を短縮しての定期大
会でしたが、多くの組合

員さんの意見に触れ、建設長崎をどのよう
にしたらよいか考えさせられる1日となり
ました。今回の経験を踏まえ、皆様のお役
に立てるように更に努力していきたいです。

書記局
大庭 央大

書記局
石井 紀之

新
た
に
選
出
さ
れ
た

新
役
員
の
方
々

新型コロナウィルス感染症の対策を講じて行われた
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一泊二日
×

○（自己負担18，000円）

日帰りドック
○（自己負担7，000円）
○（自己負担7，000円）

年齢
35歳以上
40歳以上

長
建
国
保
だ
よ
り

旧被保険者証の返却について

新型コロナウイルスの感染拡大の防止のため、令和2

年3月に被保険者証を郵送させていただきました。以前

より旧被保険者証を所属支部に返却していただくようお

願いしておりましたが、令和2年7月末時点においても、

被保険者証の返却や常備薬セットの受け取りをされてな

い方がおられます。

旧被保険者証の返却等をされていない方は所属支部に

来所のうえ、旧被保険者証の返却と常備薬セットの受け

取りをしていただき、下表①～⑥に該当される方は所定

の届出等をしていただくようお願いいたします。

巡回健診を受診予定だった方へ
新型コロナウイルス感染が拡大している状況を受け、組合員各位の健康と安全を最優
先に考慮し、巡回健診を9月まで中止としております。多数のお申込みを頂いておりな
がら、ご迷惑をおかけし大変申し訳ございません。
また、現在のところ10月18日㈰時津北部コミュニティセンター、10月25日㈰中里皆瀬

地区公民館での巡回健診は実施予定となっておりますが、今後の新型コロナウイルス感
染拡大によっては中止になる可能性があります。中止の場合、組合新聞・個別のお葉書
でお知らせ致します。あらかじめご了承ください

巡回健診の基本項目につきましては、各医療機関で実施可能です。
●40歳以上の方で、特定健診受診券（ピンク色）をお持ちの方が対象です。
各医療機関で基本検査項目が受診可能ですので、事前に医療機関へご予約のお電話

お願い致します。
基本検査費用は無料です。
検査項目：身長・体重・腹囲・採血・尿検査：医師の診断により、貧血・心電図・眼

底・血糖クレアチニン
●35歳以上の方につきましては、人間ドックのお申込み可能です
お手続き方法：各組合窓口でお申込み下さい。

検査項目：身長・体重・腹囲・採血・尿検査・検便・心電図・胸部Ｘ線・胃内視鏡検査
※子宮がん・乳がん（※実施不可の医療機関あり）一泊二日の場合、血糖値の検査項目
が追加です。オプション：大腸内視鏡検査可能な医療機関があります（追加料金あり）
●34歳未満の方につきましては、特定健診・人間ドックお申込み不可となります。
各医療機関で個人健診が受診可能ですので、事前に医療機関へお問合せお願い致し

ます。
検査料金につきましては、各医療機関によって異なりますので、ご注意下さい。（※

自費診療）
大まかな検査項目：身長・体重・腹囲・採血・尿検査（心電図・胸部X線検査）

※健診を受診するにあたっての注意事項
①受診予定日より最低2週間長崎県内に滞在している者
②受診予定日より最低2週間、コロナウイルス感染疑いのある症状（風邪・呼吸器症状、
発熱など）ない者
③コロナウイルス感染者あるいは疑いがある者との濃厚接触が疑われない者
④7月以降に長崎みなとメディカルセンターに通院履歴がない者
また、上記以外の方がいらっしゃる場合、事前に受診予定の医療機関へお電話でご相談
下さい。

※子供料金につきましては、各温泉施設までお問合せ下さい。

■指定温泉施設の入浴料割引
及び補助制度■

長建国保では、組合員及び家族の健康の保持増進を図る
ため「指定温泉利用料金の割引及び補助制度」を実施し
ています。ぜひご利用ください。

■利用料金の割引
指定温泉と契約し、規定料金より安い料金で利用でき
ます。

■利用料金の補助
（小人料金には、割引はありません。）

補助券により、割引料金より更に安い料金で利用でき
ます。
規定料金－メンバーズカード割引＝割引後の料金
割引後の料金－補助券（300円）＝利用者負担金
・長建国保加入組合員（年間20枚）
組合のみ加入（年間6枚）

※支部事務所で申し込んでください。（要：印鑑）
※詳細については各支部事務所へお問い合わせ下さい。

長崎県建設事業国民健康保険組合指定温泉一覧表

所在地
電話番号

長崎市曙町39‐38
095‐862‐5555

長崎市伊王島町
1丁目3277‐7
095‐898‐2202

西彼杵郡長与町岡郷2762‐1
095‐887‐4126

西彼杵郡長与町高田郷284
095‐856‐2631

西彼杵郡長与町
高田郷2289‐2
095‐856‐2617

諫早市本野7‐1
0957‐25‐8822

大村市森園町663‐3
0957‐50‐1126

雲仙市小浜町雲仙500‐1
0957‐73‐3273

雲仙市小浜町南本町10
0957‐74‐3141

諫早市飯盛町
平古場279番地
0957‐28‐4141

東彼杵郡川棚町小串郷272
0956‐82‐2661

東彼杵郡川棚町小串郷237
0956‐82‐6868

佐世保市崎岡町853‐12
0956‐39‐4800

佐世保市南風崎町449
0956‐59‐3939

東彼杵郡波佐見町
長野郷558‐3
0956‐76‐9008

平戸市田平町野田免210‐6
0950‐57‐1110

利用者負担
（自己負担）

500円

350円

400円

600円

1，300円

380円

400円

370円

330円

400円

250円

30円

220円

300円

300円

500円

260円

400円

450円

一律
300円

補助券の額
（温泉券利用）

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円

▲300円
▲300円
施設負担

割引後の料金
（メンバーズカード）

800円

650円

700円

900円

―

―

700円

―

630円

―

－

－

－

－

－

－

560円

－

－

－

規定料金

830円

750円

800円

1，000円

1，600円

680円

800円

670円

750円

700円

550円

330円

520円

600円

600円

800円

700円

700円

750円

900円

平日料金
休日料金

通常料金

平日

休日

平日

土・日・祝

温泉施設
内場所

ホテル側

しまかぜ

利用区分

大人

大人

大人

大人

大人

大人

大人

大人

大人
（高校生以上）
［7：30～16：30］

大人
［16：30～21：30］

大人

大人

大人

大人

大人

大人

大人

大人

指定温泉名称

稲佐山温泉
アマンディ

i+Land nagasaki
（旧）やすらぎ伊王島

長崎温泉喜道庵

道の尾温泉

ゆりの温泉

天然温泉＆
ホットヨガ
諫早もとの湯

サンスパおおむら
ゆの華

青雲荘

望洋荘
営業時間帯によって料金が異な
ります。詳しくは施設までお問
い合わせ下さい。

いいもり月の丘

国民宿舎くじゃく荘

川棚大崎温泉
しおさいの湯

ザ・パラダイス
ガーデンサセボ（※1）

ホテルローレライ
ばってんの湯（※1）

はさみ温泉湯治楼

平戸たびら温泉
サムソンホテル

消費税
10％

長

崎

・

西

彼

地

区

県

央

地

区

県

北

地

区

提出いただく書類等
収入等がわかる書類
（その方の源泉徴収票の写しなど）
※郵送済の更新案内書をご参照下さい。
※『配偶者特別控除』に該当される方も
書類により確認させていただきます。

学生証の写し、または在学証明書
※印鑑をご持参下さい。

施設入所等証明書
※印鑑をご持参下さい。

当組合の被保険者証
※印鑑をご持参下さい。
当組合の被保険者証と就職先の
健康保険証の写し
※印鑑をご持参下さい。
当組合の被保険者証と住民票謄本
※印鑑をご持参下さい。

該当事項
扶養家族（家族被保険者）で、組
合員の令和元年分確定申告書内で
『配偶者控除』や『扶養控除』に
該当していない方
（『配偶者控除』・『扶養控除』該当の方は書類不要です。）
組合員世帯の居住地を離れて大学
等に就学、または新たに居住地を
離れて大学等に進学する方
組合員世帯の居住地を離れて施設
等に入所している方、または新た
に入所する方
②・③以外の理由で居住地を離れる方
※転入先の国民健康保険に該当します。
就職し健康保険証の交付を受ける
方

被保険者証記載の住所、氏名に変
更があった方

①

②

③

④

⑤

⑥

2020．5．2

（※1）毎月26日「風呂の日」は規定料金が半額となり、補助券の使用は出来ません。

補助券

メンバーズカー
ド
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